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東レグループの地球環境問題への取り組み

－研究・技術開発戦略を中心に－

東レ株式会社

副社長執行役員

阿部晃一

公益財団法人日本科学技術振興財団 理事
国立研究開発法人 科学技術振興機構 未来社会創造事業 事業統括会議 委員
公益社団法人日本化学会 副会長
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1991年 地球環境研究室 設立

1992年 地球環境委員会（全社委員会）設置

2000年 「環境3ヶ年計画」策定
※ 東レグループの環境保全の中期的目標（GHG排出量削減目標含む）

2002年 地球環境研究所 発足 （地球環境研究室の発展的拡大)

2009年

地球環境事業戦略推進室 設立
※ 東レグループの環境経営の推進、関連する技術開発・事業化の支援

「チャレンジ２５」プロジェクト 開始
※ 2020年度迄にGHG排出量を革新的なプロセス・省エネを通じて1990年度比25%削減を目指す。

2011年 グリーンイノベーション事業拡大プロジェクト（GRプロジェクト) 開始
※ 地球環境問題や資源・エネルギー問題の解決に貢献する材料・技術の開発を推進

2018年 「東レグループ・サステナビリティ・ビジョン」策定

2021年
サステナビリティ委員会 設置
－ GRプロジェクト、チャレンジ３０プロジェクトを推進
－ 「東レグループ・サステナビリティ・ビジョン」の実現に向けた取り組み

東レグループの地球環境への取り組み



Copyright 2022 Toray Industries, Inc. All Rights Reserved

3

ＧＲ及びＬＩ製品に関する２０３０年度数値目標＊

＊数値目標の基準は２０１３年度

２０１３年度実績 ２０２１年度実績
２０３０年度目標
（２０１３年度比）２０１３年度比

グリーンイノベーション（GR）
製品売上高

４，６３１億円 ８，３２２億円 １．８倍 ４倍

バリューチェーンへの
CO2削減貢献量

３，８４５万トン ３０，６２２万トン ８．０倍 ８倍

ライフイノベーション（LI）
製品売上高

１，１９６億円 ２，９７７億円 ２．５倍 ６倍

水処理貢献量
（水量換算）

２，７３３万トン ６，１００万トン ２．２倍 ３倍

GHG排出量売上高原単位 ３３７トン/億円 ２６７トン/億円 ２１％削減 ３０％削減

用水量売上高原単位 １５，２００トン/億円 １１，０２４トン/億円 ２７％削減 ３０％削減

東レグループ サステナビリテイ・ビジョン
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東レ事業拡大の歴史 –研究・技術開発こそ明日の東レを創る-

ヒートテック®は株式会社ファーストリテイリングの登録商標です。

レミッチ®は鳥居薬品株式会社の登録商標です。

東レは過去９０年以上、先端材料を創出することで新しい価値を創造してきた
Ｏｒｇａｎｉｃ Ｇｒｏｗｔｈ ＋シナジーのある Ｍ＆Ａで事業拡大
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分断されていない研究・技術開発体制

各分野の専門家が技術センターに集結：技術融合による新技術の創出

さまざまな先端材料・先端技術が複数の事業に貢献
－もともとは他の分野のために創られたものも含めて－

総合力の発揮：ひとつの事業分野の課題解決に多くの分野の技術・知見を活用

有機合成
化学

高分子
化学

ナノ
テクノロジー

バイオ
テクノロジー

技術センター

Ｇ
Ｒ
・Ｌ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事業ネットワーク

など

基礎化学素材
（先端材料、先端技術）

･
･
･ 関連

水処理・環境

医薬・医療

樹脂・ケミカル

繊維

フィルム

電情材

複合材料

革新ポリマー

ナノ構造制御

コア技術※

新事業開発部門

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ部門

生産本部/技術部

事業本部/技術部

研究本部

開発センター
生
産
プ
ロ
セ
ス
革
新

Ｆ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｓ
Ｋ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ナノアロイ®

分離膜

炭素繊維複合材料

微粒子

※NT21でコア技術を定義

ナノテクは2006年に追加
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グローバル研究・技術開発拠点

サンフランシスコ

TFE

ALCANTARA

TTS

TREC

TPA
AMRC
TAK

TARC
TFRC

TSWRC

TPCH

TPM

GNT

AMCEU

日本：基礎研究・先端開発

海外：現地ニーズを踏まえた商品開発

研究・技術開発拠点（２３）

海外情報拠点（２）

海外

CMA

ミネアポリス

CBT
TTRL

TAC
TMUS
TMOL

TAC

ＣFE

連結売上収益（2021年度）：国内：9,010億円、海外：1兆3,275億円

詳細は
https://www.toray.co.jp/technology/organization/global/
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東レ研究・技術開発の基本方針

東レの方向性

日本人気質日本流イノベーションの創出

１．研究・技術開発を軸にした長期視点の経営
・革新技術を生み出す土壌・歴史 ： 基礎研究の重視
・人事施策 ： 自由裁量（アングラ研究）・加点主義・専門職処遇

２．「超継続」 ： 先端材料・極限追求への長期にわたる粘り強い取り組み

３．技術融合・異分野融合：分断されていない研究・技術開発組織
産学官連携の積極的取り組み

４．業界リーダーとの戦略的パートナーシップ

５．グローバル知財戦略

６．日本流イノベーション ＋ グローバル開発

１．粘り強い忍耐力＝「超継続」

２．創意工夫＝Ｒ＆Ｄ

３．和＝総合力

４．異文化融合（同化）＝技術融合

融合と連携
コロナ禍でも基本方針は変わらない
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取締役

参事

主幹

専任／常任理事

社長執行役員

副社長執行役員

執行役員 ｴｸﾞｾﾞｸﾃｨﾌﾞﾌｪﾛｰ

専任／常任理事
(専門分野)

理事
(専門分野)

【執行役員】

【経営職理事】 【専門職理事】

リサーチフェロー
(称号)

専門職の処遇

エグゼクティブフェローは、当社の重要な事業、研究・

技術領域において、卓越した専門性を発揮して、革新

的な製品や技術、新しい価値を創出し、当社の発展を

担う。
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環境問題の本質 ：

ＣＯ２排出量増加 地球温暖化・異常気象

省エネルギー リサイクル バイオマス 水処理
再生可能エネルギー 環境低負荷 空気浄化

[適応策]
自然災害防御・軽減など

海面上昇・高潮による浸水対策
治水・洪水・豪雨危機管理
飲料水・灌漑用水不足への対応
食料不足への対応 ◆感染症対策

◆熱中症予防

気候変動（地球温暖化）

影響

ＬＩＧＲ

人間活動による
ＧＨＧ上昇を抑制

[緩和策]
ＧＨＧの排出削減と吸収対策

省エネルギー（軽量化）
再生可能エネルギーの普及
バイオマス利用
リサイクル
ＣＯ２の回収・活用

グリーンイノベーション：持続可能な社会への取り組み

異常気象・災害対策 感染症対策
安全な水・食料の確保 医療機器
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Ｒ＆Ｄ戦略に基づいた重点領域と主なテーマ

重点分野 領域 テーマ着眼点

グリーン
イノベーション

（ＧＲ）
［５０％］

省エネルギー
モビリティ向け軽量化材料
エネルギー有効利用のための断熱・遮熱材料

再生可能エネルギー
発電・蓄電用部材の創出
－太陽電池、リチウムイオン電池、燃料電池、風力発電－

水素社会を実現する材料・部材

水・空気浄化
環境低負荷

膜・モジュールの極限追求
膜分離技術の新領域への展開

非化石資源の活用
基幹ポリマーのバイオベース化
非可食バイオマス活用

ライフ
イノベーション

（ＬＩ）
［２５％］

医薬・医療
事業拡大

医薬 がん治療・抗体医薬

医療材 透析・救急集中、心・血管領域

ﾊﾞｲｵﾂｰﾙ 先制医療（早期診断ツール）

先端材料のＬＩ展開 ヘルスケア製品、メディカル製品・部材への展開

［ ］:研究・技術開発投資に占める割合

グリーンイノベーションとライフイノベーションに研究・技術開発投資を傾斜配分。
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東レが炭素繊維の本格研究を開始したのは１９６１年

それ以前のアングラ研究によって 「進藤博士の研究の価値」をいち早く見抜けた

日本化学会・化学技術賞（1976，2012），大河内記念生産特賞（2013）

いくつかの用途でキャッシュフローを継続的に生みながら技術をブラッシュアップ

壮大な先行投資による大型新事業の創出

＊現 産業技術総合研究所関西センター

１９６１年：

大工試＊・進藤博士がＰＡＮ系

炭素繊維製造の基本原理を発表

省エネ（軽量化）：航空機向け炭素繊維

0

20

40

60

80

100

1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015

商業生産開始（1971）

釣り竿に採用（1972）

ボーイング７３７二次構造材の採用（1975）

炭
素
繊
維
の
世
界
市
場

産業

航空宇宙
スポーツ

炭素繊維本格研究開始（1961）

（千ﾄﾝ／年）

（年）

ボーイング787プロジェクト
開始（2003）

ボーイング777一次構造材
の認定（1990）

ゴルフクラブに採用（1973）

ボーイング787
オールコンポジットボーイング 777
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ＣＦＲＰによるＣＯ２削減効果(炭素繊維１トンあたり)

自動車 航空機CFRP化 CFRP化

20ﾄﾝ

▲50ﾄﾝ ▲1400ﾄﾝ

20ﾄﾝ

炭素繊維製造時の
CO2排出量

ライフサイクル
CO2削減効果＊

＊炭素繊維製造時を含む

★炭素繊維利用は、軽量化による燃費向上でＣＯ２削減に大きく寄与

炭素繊維製造時の
CO2排出量

ライフサイクル
CO2削減効果＊

軽量化
↓

燃費向上

合成・焼成

CＦＲＰ：17％

30％軽量化

CＦＲＰ：50％

20％軽量化

（炭素繊維協会モデル：協力：東京大学：高橋教授・李家教授、トヨタ自動車、全日本空輸、米ボーイング社）

炭素繊維：鉄の1/4の軽さ、鉄の10倍の比強度、錆びない ｅｔｃ →理想的構造材料

焼成・炭化（1000～3000℃）原油採掘 石油化学 アクリル繊維製造

アクリル繊維 炭素繊維

C C C
C C

C≡N C≡N C≡N

C C C
C C

C≡N C≡N C≡N

石油

アクリロニトリル

H2C

CH

C≡N
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ポリマーＡ

ポリマーＢ

従来アロイ ナノアロイ®

用 途

高機能衣料・美容

データテープ

ＩＴ機器筐体

スポーツ用品

など

繊維

事業分野

樹脂

フィルム

複合材料

航空機・自動車

ナノアロイ®：ナノメートルオーダーで微分散させたポリマーアロイ
１０μm １μm １００ｎｍ １０ｎｍ １ｎｍ

分散径

ナノアロイ®構造

ナノ分散

ナノミセル

ナノ共連続
耐薬品性

高靱性

高靱性

衝撃吸収

耐熱性

易流動性

高分子化学
界面化学

ナノアロイ® 

分散径 ナノアロイ®：複数のポリマーをナノメートルオーダーで混合させアロイ構造を形成させる技術
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省エネ（軽量化）：樹脂化による自動車の軽量化

高速落錘試験
(15kgの錘を32km/hで衝突)

従来アロイ ナノアロイ®クラッシュパッドサンプル

材料 材料特性 展開例

ＰＢＴ/ＰＣ 高強度・耐衝撃性 自動車安全部材

従来アロイとナノアロイ®で、ＰＢＴとＰＣの配合率は同じ

樹脂化の例
インテークマニホールド ターボダクト 電子制御ユニット

鋳鉄、アルミ→ ナイロン アルミ → ＰＢＴ アルミ → ＰＰＳ
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再生可能エネルギー：風車用複合材料

背景

ＣＦＲＰ製ブレードの特徴

風力発電に効果的な軽量高剛性ＣＦＲＰブレードの提供により、カーボンニュートラル社会の実現に貢献

２０１５年 ２０３０年頃

ブレード長 Ｌ（ｍ） ６０ｍ ～１２０ｍ 【2倍】

ブレード素材 ガラス繊維複合材 ＣＦＲＰ桁材 【弾性率３倍】

定格発電容量（MW）/機 ４ＭＷ ～１６ＭＷ 【４倍】

電力コスト（LCoE） $190/MWh ＜$60/MWh 【１／３】

風車ブレードの
構造

スパーキャップへＣＦＲＰを適用
（９０ｍ以上は全てＣＦＲＰ製）

風力発電用ブレードの大型化

発電コスト LCoE※ ＝
総コスト

総発電量

初期投資(風車＋電気系統＋基礎＋工事他）＋ 運用コスト

総発電量（年間発電量×運用年数）

※ LCoE：Levelized Cost of Electricity(Energy) 「均等化発電原価」

小型風車では土木工事費が割高

ブレードが長いほど発電効率が向上

炭素繊維複合材料のトップメーカーとして、今後も風車大型化を牽引していく。
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0

1000

2000

3000

4000
東レ自製膜でレーヨン排水処理開始（1933）

研究開始（1968）

本格生産開始（超純水プラント）（1980）

海水
淡水化

その他
下廃水再利用
超純水 などＲＯ膜モジュール

（年）

４００0

３０００

２０００

１０００

0

大型かん水淡水化
プラントへ納入 （1996）

かん水：塩分を含んだ地下水など

世界最大の下水再利用
プラントへ納入 （2004）

写真提供：GE-Ionics社（米国）

スレビア（クウェート）

かん水
淡水化

1930 1935 1950 1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010

（万トン／日）

水
量
換
算
年
間
出
荷
量
（
世
界
市
場
）

ＲＯ膜のコンセプト発表［米国］（1953）

＊1960年、J.F.ケネディ上院議員（当時）が演説

（翌1961年、海水淡水化に国家事業として取り組む法案に、大統領として署名）

故ケネディ米大統領
スピーチ＊（1960）

大型海水淡水化
プラントへ納入 （2001）

東レがＲＯ（逆浸透）膜の研究を開始したのは１９６８年。

超純水で中継ぎをしながら本丸を狙った。

水処理：海水淡水化用ＲＯ膜
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東レのＲＯ膜事業のグローバル展開

世界99ヶ国 及び 大型プラント100カ所以上に納入
ＲＯ膜の全出荷量（水量換算） ： 1億1400万トン/日（7.9億人分の生活用水）

●
●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●●
●

●

●

●

●

●

●
●

●

● ● ●
● ●

●

●●

●
● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●●
●

●

●

●

●

●

●
●

●

● ● ●
● ●

●

●●

●
● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

２０１２年
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下廃水再利用
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東レのＲＯ膜事業のグローバル展開

海水淡水化

かん水淡水化

下廃水再利用

２０２２年

世界99ヶ国 及び 大型プラント100カ所以上に納入
ＲＯ膜の全出荷量（水量換算） ： 1億1400万トン/日（7.9億人分の生活用水）
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東レのＲＯ膜事業のグローバル展開

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

2002年 2012年 2022年

海水淡水化

かん水淡水化

下廃水再利用

２０２２年

４３０万トン

３,０００万トン

1億1,400万トン

ＲＯ膜の全出荷量
(水量換算)

世界99ヶ国 及び 大型プラント100カ所以上に納入
ＲＯ膜の全出荷量（水量換算） ： 1億1,400万トン/日（7.9億人分の生活用水）
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当社の強い分離膜技術をベースに成長分野へ展開

有価物回収

高度水処理

人工腎臓

分離膜技術の深化・展開
市場

超純水 海淡・かん水

血液浄化器

化学防護服

燃料電池

膜利用バイオプロセス

水電解

有用ケミカル

糖

下水再利用

［イメージ］
新エネルギー

ケミカルズ

水処理

ヘルスケア

血液浄化器Ⅱ

1970 1980 1990 2000 2010 2020 2030

電解質膜

非可食バイオマス
で有用物を生成

人工腎臓Ⅱ
ＺＬＤ

ＺＬＤ：Zero Liquid Discharge

油水分離

CO２分離膜
Ｈ２分離膜

ＬＩＢ電池用セパレータ
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再生可能エネルギー：水素製造用炭化水素系電解質膜

H2

水電解装置

再エネ電源

Power to Gas

電力系統

熱需要
Power to Ｘ

製鉄 製油所、化学工場
（アンモニア、e-Fuel等）

運輸部門

燃料電池
など

産業部門

水 グリーン水素

要求項目
アルカリ
水電解

ＰＥＭ型水電解

基準 フッ素膜 東レ HC電解質膜

効率 ％ 80 76 87 高効率

高電流
密度

A/cm2 0.6 1 2
ｽﾀｯｸ数
低減

低ガス
透過

a.u. 大 1 1/3
安全性
高稼働率

山梨県米倉山（こめくらやま）※

化石燃料の利用から水素エネルギーへの転換を推進し、カーボンニュートラル社会の実現に貢献

背景・概要

水素

水

アノード触媒

カソード触媒

ＣＣＭ
ＭＥＡ

バイポーラ
プレート

セル構造

ガス拡散層

ガス拡散層

バイポーラ
プレート

電解質膜

当社先端材料の展開例
固体高分子型（ＰＥＭ型)水電解

東レHC電解質膜の特徴
※山梨県甲府市 甲府駅から南に10km

2019年度から生産開始。



Copyright 2022 Toray Industries, Inc. All Rights Reserved

22循環型社会：革新ＣＯ２分離膜

断面

支持体、分離機能層ともに
カーボンから成るＣＯ２分離膜

外観

大気中に排出される前のＣＯ２を分離・回収、利活用することにより、炭素循環社会の実現に貢献

CO2/CH4分離係数：～５０

構成 性能

約5倍

～２０２５年：特定用途での実証試験開始

（耐久性、実用分離特性の確認）

～２０３０年：社会実装

（エンジニアリング会社との連携、プラント適用）

開発スケジュール

天然ガス、バイオガス、火力発電プラントの排ガスに含まれるCO2の効率的除去など、

幅広い用途への適用を目指す。
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Ｒ＆Ｄ戦略に基づいた研究領域と主なテーマ

重点分野 領域 テーマ着眼点

グリーン
イノベーション

（ＧＲ）
［５０％］

省エネルギー
モビリティ向け軽量化材料
エネルギー有効利用のための断熱・遮熱材料

再生可能エネルギー
発電・蓄電用部材の創出
－太陽電池、リチウムイオン電池、燃料電池、風力発電－

水素社会を実現する材料・部材

水・空気浄化
環境低負荷

膜・モジュールの極限追求
膜分離技術の新領域への展開

非化石資源の活用
基幹ポリマーのバイオベース化
非可食バイオマス活用

ライフ
イノベーション

（ＬＩ）
［２５％］

医薬・医療
事業拡大

医薬 がん治療・抗体医薬

医療材 透析・救急集中、心・血管領域

ﾊﾞｲｵﾂｰﾙ 先制医療（早期診断ツール）

先端材料のＬＩ展開 ヘルスケア製品、メディカル製品・部材への展開

［ ］:研究・技術開発投資に占める割合

グリーンイノベーションとライフイノベーションに研究・技術開発投資を傾斜配分。
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感染症対策：ＬＩＶＭＯＡ®

サステナビリティ・ビジョン実現への貢献

暑熱対策防護服・感染対策衣により、全ての人が健康で衛生的な生活を送る世界の実現に貢献

背景

地球規模の気候変動や人やモノの往来増加
により、感染症発生・拡大リスクが増大。

ＬＩＶＭＯＡ®（感染対策衣用）の特長

SB不織布

SB不織布

高い安全性（高バリア性・高耐水圧）と
着用快適性（高透湿性）を両立。

高機能
防水・透湿
フィルム

液体

透湿性

汗などの
水蒸気粒子

LIVMOAⓇ
感染対策衣
(市販品)

ウイルスバリア性1)

血液バリア性1)

クラス6
クラス6

クラス6
クラス6

透湿度（g/m2/hr）2) 200 0

1)JIS T8061規格：
クラス6が最高レベル

2)当社測定

LIVMOA®事業を通じ、感染対策強化、医療従事者の安全性向上、身体的負担

軽減など、よりよい保健医療サービスの質向上を目指す。
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がん抗体医薬：ＴＲＫ－９５０

早期診断ツール：ＤＮＡチップ

東レが発見した新規がん治療標的を介してがん細胞に
特異的に結合することでがんを退縮。

多くのがん種で薬効が期待でき、２０１７年より米、仏で
フェーズ１を開始。

施設を拡大し、安全性、有効性を確認中。

がん抗体医薬、早期診断ツール

がん種：大腸がん、胆管がん、膀胱がん、卵巣がん、
胃がん、腎臓がん、悪性黒色腫等

血液中のマイクロRNAを高感度に
検出することで早期のがんを検出。

有効な早期発見法がなく、長期の生存率が低い膵臓・胆道
がんが最初のターゲット。

体外診断用医薬品としての薬事承認取得を目指して開発中。
マイクロRNAの量（10-18mol）

10６

10４

10２

1
0.01 0.1 1 10 100

（指数）

100倍高感度

血液中のﾏｲｸﾛRNA量

従来法
検出限界

東レ技術
検出限界DNAチップ

次世代を牽引する 「Future TORAY-2020s（FT）プロジェクト」 に選定。

ＦＴプロジェクト全体で2020年代に売上高1兆円規模の新事業創出を目指す。
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材料の革新なくしては地球環境問題への本質的ソリューションは生まれてこない

日本流イノベーション

グローバル開発

技術革新による先端材料の持続的創出

新技術

極限追求

技術融合

時代の要請

マーケットニーズ

価値の定量化

新しい製造業の形

ビジネスモデル

サプライチェーン

グローバル知財戦略

先端材料・
システムの創出
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～１９世紀 天然物 ２０世紀 新材料の創出と発展 ２１世紀 先端材料

金
属

無
機
材
料

有
機
材
料

鉄・鋼・銅

アルミ
ガラス

樹木、天然繊維

合成高分子

半導体

ナノカーボン

炭素材料

精密高分子

ステンレス鋼 高張力鋼

ジュラルミン

ＣＦＲＰ

光学機能材料

生体適合性材料

モビリティ 航空機 次世代
航空機

エレクトロニクス トランジスタ ＬＳＩ ＬＣＤ ＯＬＥＤ真空管

ゲルマニウム シリコン 化合物半導体

エンジニアリングプラスチック

ライフサイエンス コンタクト
レンズ 人工腎臓 カテーテル

光機能材料

無アルカリガラス

非石化ポリマー

Ｃ60 ＣＮＴ

有機・無機ハイブリッド材料

光画像性有機材料

バイオツール

先端材料が先端産業を創出する

エネルギー

自動車 合成ゴム
タイヤ

ＩＣ

ｘＥＶ ＦＣＶ高速鉄道

ＩｏＴ・５Ｇ

衣・食・住 合成繊維
海淡

水処理膜
次世代
建材

原子力 風力 太陽光水力 火力

鉄筋
コンクリート

大型
ドローン

スマート
テキスタイル冷凍食品

水素

青色：東レ素材、 緑色：東レ素材を使用した製品

参考資料
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東レを指すキーワード

“超継続”が革新を呼ぶ

長期技術開発の裏には、中継ぎの「市場作り」「事業作り」がある。

炭素繊維・・・
逆浸透膜・・・

・「深は新なり」＝深いことは新しい。

・超ベテラン社員と若手の組み合わせ、人材＝人財。

・アングラ研究、粘り腰の研究・開発、副産物の発見を見逃さない。

「東レ」イノベーションの伝統

短期の利益だけを考えて研究・開発費を減らしたり、全ての戦力を短期の
テーマだけに集中すると、今は良くてもその先でネタが枯れてしまう。

→パイプラインマネジメント

－ＮＨＫスペシャル「メイド・イン・ジャパン 逆襲のシナリオ 」 （2012年10月28日放映）－

本命：航空機構造材 中継ぎ：釣竿・ゴルフシャフト
本命：海水淡水化 中継ぎ：超純水

参考資料
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72

120

311

407

466

628

760

0

100

200

300

400

500

600

700

800
（億円）

リーマンショック

ＩＴバブル崩壊

バブル崩壊

連結単体

プラザ合意第２次石油危機

コロナショック

第１次石油危機

東レの研究･技術開発投資（単体＆連結）

1990 2000 2010 20201970 1980
（年度）

長期視点を踏まえた戦略的投資を継続する

［２０２２：計画］

参考資料
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次世代牽引事業

2020年代に一つの事業領域を形成することが期待できる大型テーマを複数設定し、
「Future TORAY-2020s（FT）プロジェクト」として推進

水素・燃料電池関連材料

電極基材：愛媛工場でのガス拡散層(GDL)が海外顧客の採用を獲得し商業生産を開始。

環境対応印刷ソリューション

バイオマス活用製品・プロセス技術

電解質膜：Power to Gasシステムの試運転を開始（山梨県、東京電力、東レ共同開発）。

ＧＩ基金事業の採択を受け、シーメンス・エナジー社とのパートナーシップに

関する基本合意書を締結。

軟包装材のカーボンニュートラルへの貢献する軟包装材印刷専用

水なし平版IMPRIMA®FRを上市。

製糖工場で発生する余剰バガスからセルロース糖を製造

する実証プラントでの当社独自の膜利用バイオプロセス

技術の実証検証を推進中（NEDO事業の一環）。

Power to Gasシステム

ＧＤＬ

参考資料
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非食料バイオマス活用：１００％バイオＰＥＴ繊維

廃糖蜜
発酵

部分バイオ
PET

（量産中）

搾汁･遠心分離 再結晶

石油

100%バイオ

PET
（試作段階）

70%

30%

米国ベンチャーとの連携

植物バイオマス

触媒変換

p-キシレン テレフタル酸

酸化

さとうきび 粗糖 砂糖

エタノール エチレン エチレングリコール

脱水 酸化

酸化
混合キシレン

異性化

p-キシレン テレフタル酸

既存プロセス

70%

100％バイオPET繊維
（世界初）

サステナビリティ・ビジョン実現への貢献

水和

１．バイオマス原料の利用により、製品由来の温室効果ガス排出量削減に貢献

２．石油原料の使用量削減により、資源の持続可能性に貢献

試作段階に進階。2020年代の早期の量産を目指す。

参考資料
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感染症対策：新規抗ウイルス粒子

繊維製品（エアフィルター、カーシート等）への展開を進め、２０２４年の事業化を目指す。

ウイルスの即時不活化により、感染リスクの無い社会の実現に貢献

抗ウイルス粒子の特徴

水分散液

酸化
セリウム

特定の分子で
粒子表面を被覆

15秒後 5分後

99.9%減少

本粒子
ウ
イ
ル
ス
感
染
価
(P
FU
/m
L)

107

106

105

104

103

102

抗ウイルス試験結果（新型コロナウイルス）

試験機関：（一財）日本繊維製品品質技術センター

基準

 即効性

 安全性

 耐変色性

抗ウイルス性能（不活化即効性）

初期
ウイルス数

従来比１００倍の速度で高速不活化を実現

99.99%減少

新規抗ウイルス粒子

参考資料
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34
環境・モビリティ開発センター 設立

環境・モビリティ領域での先端材料事業の拡大を目的に2022年6月に設立

ターゲット

組織・体制

東レが保有する各種先端材料を組み合わせたトータルソシューション提案を推進

新エネ関連部材・環境資材開発
（瀬田）

技術マーケティング
（名古屋）

マーケティング部門

環境 モビリティ

環境・モビリティ開発センター

AMCEU（ドイツ）

TARC（中国）

ｘEV 空飛ぶクルマ（UAM）

ドローン

LIBFC（GDL）

内装材（吸音材）

省エネ型住環境資材
（熱交換材）

アドバンスドコンポジットセンター

Ａ＆Ａセンター （Advanced Materials & Application Center）

ＣＦＲＰ材料・構造設計・
プロセス開発（名古屋）

グローバル連携・販技連携により、開発・事業化を加速
Copyright 2022 Toray Industries, Inc. 

All Rights Reserved

参考資料
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本資料中の業績見通し及び事業計画についての

記述は、現時点における将来の経済環境予想等

の仮定に基づいています。

本資料において当社の将来の業績を保証するもの

ではありません。
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